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子どもたちの笑顔がいっぱいになるために  

校長 廣瀬 尚美 

「みんなの笑顔があふれる学校」を目指して、本校では教育活動を行っています。子ども

たちのがんばりを保護者や地域の皆様とともに支え、導いていきたいと思います。 

11 月 18 日に、PTA ふれあい人権講座（守山市人権講座と共催）では、守山市出身の Jリー

ガー村田和哉さんに講演をしていただき、４～６年生の児童が保護者とともに参加しました。   

村田さんは、「成功や栄光には挫折や失敗、苦労がつきもので、それをプラスに考えること

が大切」であり、「人生はいい方向にしか進まない」と語られました。「プラスに考えるため

には、『夢』をもつこと。夢は可能性であり、自分の思っていることは叶うと信じられるかで

ある。」とも。 

そして、『夢ノート』を作ることを提案してくださいました。村田さん

の夢ノートの表紙には、「夢は力」と大きく記され、開くと「たくさんの

夢が叶いました。本当にありがとうございました。」と書かれていること

を紹介してくださいました。自分を信じること、本当にがんばっていれ

ば必ず誰かが手を差し伸べてくれてくれると周囲の支えを信じることが

強さにつながると感じました。 

村田さんは、小学３年生からサッカーを始め、小学５年生のときに、滋賀県出身で元日本

代表の井原選手にサッカー教室で会い、プロのサッカー選手になりたい思いを強くし、それ

が夢になったそうです。だから、子どもたちには、本物とふれ合うことが大切だと多くの学

校で講演をされています。今は、「滋賀県に J リーグを！」が夢であり、滋賀県に夢と希望と

元気を届けるために活動されています。そんな村田さんが「夢ノート」を勧めるのは、「自分

はどんな目標をもっているのか、自分が何になりたいのか、どんなことを成し遂げたいのか

が重要。そのためには、具体的に夢を口にし、書くことでイメージをもつことが大切」と考

えるからです。 

村田さんの話を聞いて、「夢ノート」を始めた子どもたちがい

ます。自分のやりたいことをたくさん見つけ、なりたい自分に向

けて歩みを進めてほしいと思います。 

玉津小学校としては、「子どもたちの笑顔」があふれる学校に

するための取組を周囲の皆様とともに進めていきますので、どう

ぞよろしくお願いします。 
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11 月 22 日に市役所で開催された「もりやま教育サポーターズ交

流会」に参加しました。テーマは、「『子どもたちのために』を思う、

みんなが出会う。」です。昨年までは「守山市 PTA 大会」として行

われていたものが、出会い、交流するイベントとして開催されまし

た。守山市に長く勤務していても知らない団体があり、子どもたち

のことや教育のことを考えて、目的意識と情熱をもって活動してい

る方がたくさんいることがわかりました。玉津学区のつながりのす

てきさを実感するとともに、子どもたちの健やかな成長のために、これまでのつながりを大

切にしながら、ネットワークを広くしていければと感じた交流会でした。 
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国際理解教育 IN玉津 

４年生は総合的な学習「玉津タイム」で、世界の国々につい

て調べ、まとめて発表しました。子どもたちはパソコンを使い

こなし、わかりやすくまとめていました。クリスマスが１月７

日の国があることを知り驚く様子も見られました。 

また、６年生では、近隣の高校

生（留学生を含む）との交流授業

を行いました。自己紹介をしたり、

一緒にゲームをしたりして楽しい時間を過ごしました。 

いろいろな人と出会い、多様な考えを知り、成長してほしいと思

います。 

   ６年生といっしょにあそんだよ    

 ６年生が企画して 1 年生と一緒に遊ぶ日が

ありました。 

 ６年生は、全力で遊んでいるかと思いきや、

ちゃんと手加減をして 1 年生が楽しめるよう

にしたり、目線を合わせてしっかりと話を聞

いたり、さすが６年生という感じでした。遊

んでいるときは、どち

らも楽しそうで、1 年

生が６年生に「ありがとう」とお礼を言う姿が見られ、とて

も微笑ましい光景でした。６年生は 3 月には卒業しますが、6

年生のやさしさはきっと 1 年生が引き継いでいってくれると

思います。 

校内人権週間（12月１日～） 

玉津小学校では、今日からの１週間を「校内人権週間」と位置づけ、人権に関わ

る様々な取組を計画しています。「人権」とは、一口に言えば「みんなが幸せに生きる権利」と、

子どもたちにはよく話します。校長が校内人権の日の放送を担当し、自分を大切にすること、自

分と同じように人を尊重することの大切さについて子どもたちに語りかけました。期間中、各学

級では思いやりの心や相手の立場になって考えることの大切さについて改めて見つめなおし、市

のふれあい守山展に応募する作品作りを通して、自らの人権に関する思いを表現します。ご家庭

でも、この機会に「人権」についてお子さんと語り合っていただければと思います。 

 

 

 

 

 

 

～お知らせ～ 

１２月１５日（月）から１２月１８日（木）に個別懇談を行い、「子どもの姿」をお渡しし

て、子どもたちの学習や活動の様子等をお伝えいたします。短い時間となりますがよろしくお

願いします。 

＊学校教育診断アンケートへのご協力ありがとうございます。12 月 5 日までのご回答をお願い

いたします。 

＊学校での様々な学習活動等の様子は、玉津小学校ホームページ（下記ＵＲＬ）でもご覧いただ

けます。＜https://city-moriyama.ed.jp/tamatsu/＞ 
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